


















































の子ど に対す 認識には、子ど 論全体の原点になるもの、さらにそれを超えて彼自身 思想や行動全体の原点になる のも がうかがえる。それこそ、貧民街・貧民窟、そしてそこでの生活を拠点にした賀川を賀川たらしめる独特の視点・観察眼で、他の社会運動家にはこれほど現実 子ども、とりわけ貧しい子も・恵まれない子ど 側に立った認識・理解は いと言えるほどである。
それはまた、賀川自身の子ども論を超えて、私ども






市民であり、国民である。単純に迷惑で、邪魔な存在とは言えないし、時代後れの存在とも言えない マイノリティにこそ社会の、ま 時代 真実が宿し場合も見られるのである。そ 故にこそ、子ども 対する賀川の認識、発想、論理は、実は時代や社会の最も大切な面、いうなれば真実の面を突いていたし、時代を超えて今も生きている一面を持って
こういった問題に、賀川は真正面から向き合った稀








て、第二に広い領域での社会運動家・社会思想家として、第三に作家・物書きとして、さらに第四に児童保護・児童福祉事業家として、顕著な足跡を標し、それぞれの領域で人々の心に強く焼 付い いる。とくに、メルクマール・画期となる事件・出来事に指導者、あるいは先頭集団の一員として繰り返しかかわったことが そのようにしばしば印象を強烈なもの しているので ろう。
例えば一九二一年の歴史に残る川崎・三菱造船等の
大争議、農民運動 最初 大きな歩みを踏む出させた日本農民組合の創立 戦前・戦後を貫く協同組合の創設や発展、スラム・貧民街に対する近代的視点からの
36地域と子ども学●第4号
改善・解放活動、苦労の多かった青少年時代の体験と貧民窟を拠点にしたベストセラー作品『死線を越えて』などの創作活動があるが、いずれも日本社会運動史・思想史に巨大な足跡を標すことにな 事件・出来事であった。一人の人物 かくも多くの先導的・歴史的事件 出来事 かかわることになったのは、やはり賀川が他にない社会的視野の持ち主、また時代を読む先見の明の持ち主であったという である。
その賀川は、一八八八（明治二一）年七月に、兵庫
県神戸市で生まれた。父純一、母菅生 めの次男であった。同年生 で、後年社会思想家 運動家、作家、評論家として活躍し、また協同組合運動にも深くかかわる新居格（現鳴門市の板野郡大津村出身）とは従兄弟関係にあった。
両親とも、幼少の頃亡くなり、徳島県板野郡堀江村







神戸神 学び出すと、貧民街 本格的に目を向け出し、ほどなく一九〇九年に、神戸の葺合新川の貧民窟に居を構える。そこで、底辺の住 と生活を共 することが彼の生き方・思想に独特の味わいを付与することになっていく。生涯と思想を大きく決めた は、先に触れたキリスト教への傾倒とこの貧民窟で 生活である。以後どんな厳しい試練に遭遇しても どん底生活の体験と、以前から キリスト教精神 強靭な支えのお陰で、めげずに前向きで進んでいく。
貧民窟に住んで間もなく、上から与えるような信仰














カに渡り、ニュージャージー州の大学町プリンストンにあるプリンストン大学および神学校に学ぶ。心理学・生物学、さらに神学を修める傍ら、アメリカを通して労働運動 も興味をもった。また外国 人たちを知り、世界の動きを学ぶことになった。それらは やがて平和主義や世界国家思想 形成する土台になっていく。この留守の間、無学を自認する妻はるは、賀川の指導で以前から向学心に燃え、学び 深めていが、横浜共立女子神 校 学んだ。やがて卒業する
賀川は、帰国後、一方で新川の貧民窟に戻り、渡米









藤永田造船、さらに川崎・三菱造船所など関西 造船・機械労働者も決起、大争議に発展した。賀川もその先陣に立って指導する位置にいた。妻はるも、賀川が応援していた覚醒婦人協会会長として労働者と家族の支援にあたった。激しい争議 なったが、厳しい弾圧など時代 制約もあ 労働者側は敗北、賀川も検挙された。三三歳の時であった。
ほどなく、賀川は労働運動を離れ、組織的にはまだ
未成熟であったものの、全国的に農民が目覚め出す動きをみて、杉山元次郎と共に農民の組織化に努め、日本農民組合の創立に漕ぎつけた。杉山は、和歌山時代に日本基督教会和歌 教会で、後 明治学院に進んでから賀川と親しくなる加藤一夫、沖野岩三郎らと交流を持っていた。その後 は東北学院神学部を経て牧師として農村で伝道活動を行っていたが、農民、とくに小作人のための 発想 賀川 方が先であった。沖野岩三郎に杉山 紹介された賀川は 杉山に農民組合の結成を促し れに杉山が応え、日本農民組合の 長に就任、 は応援する立場にまわったのである。
この間、そしてその後も厳しい弾圧の時代が続く












動の場を保障される時代に、労働者大衆の成長・成熟もあり、運動の第一線からは退いていく。キリスト者としての活動、そして保育園や幼稚園など児童の保護・教育に活動の比重を移していくようになる。一九六〇年、労働運動陣営が巨大な勢力と り、安保体制が高揚する中で、生涯 終える。享年七二歳（七一歳 カ月）であった。
戦前・戦後を通じて、賀川は議会や国・官庁からは




てインテリゲンチャの労働運動に対する姿勢や位置を批判した。中でも労働運動の主流を形成しつつあった友愛会および後続の日本労働総同盟には厳しい攻撃の矢を放った。その友愛会を指導する一人であった賀川豊彦は、鈴木文治と共に名指しで繰り返し批判を浴びた（大杉栄は、 賀川を批判した「最近労働運動批判」 ［ 『労働運動』一次二号 一九一九年一一月］ 、 「労働運動理論家
　
賀川豊彦論」 ［ 『労働運動』一次一号、一九一九
年一〇月］ 「労働運動理論家賀川豊彦論（続） 」 ［ 『労働運動』一次三号、一九二〇年一月］の三論、および関連する知識階級批判の論文 発表している） 。
また昭和以降も、資本主義発達史における講座派と





の専門家にもない新しい発想や視点を打ち出すこと、それに沿って未開拓、未成熟、後れ、差別といったものを回復、解消する側に立つ活動に従事することを一つの特徴とした。実際に、貧民、労働者、農民、子ども、女性など 問題に真正面から向き合い続けた。明治末にいったん頓挫した後、大正期に再開したものの、なお発展途上にあっ 労働運動 初期の農民組合運動、さら 生活・消費組合から医療組合まで ろろの協同組合運動にかかわったのも その流れ・一環であった。
また論文、創作など作品や著作でも、オリジナルな






人が道を拓き、道を固めた後を追 ていく追随的・安全志向的な姿勢や生き方ではなかった。むしろ目を向けるのは、少数で弱い の、幼く れているもの、底辺や片隅に押しやられているもの、差別されているものなど、通常のリーダーなら容易には省みないものあった。その意味で 無い所に道を拓き、踏み跡のないところに最初 踏み跡を標す挑戦と開拓の連続であった。このような未開拓な領域に挑戦し ま マイノリティに向き合い、光をあてる生き方が賀川 賀川たらしめ、賀川 存在を珠玉のように輝かしいものにしているのであった。
　
文筆・執筆を見ても、すでに子供の頃から、童話を
書いていた。つい 青年期には、一方で『死線を越えて』のような未消化な面も持ちながら 読者が読 出せば惹きつけられずにはいない小説をものにした。べストセラーにもなっ 賀川 小説のマイナス面を挙げるのは容易であるが、現 多くの読者を集めた事実は否定できないのである。
その小説を含め、著作にも、賀川の場合、彼にしか
ないもの、彼の作品にしかないものが息づいていることが特徴である。尾崎秀樹が、 木村毅の『一粒の麦』 （大日本雄弁会講談社、 一九三一年） に対する評価であるが、「賀川氏の『一粒 麦』は、一つのエポックをつくる名作で
-----賀川氏でなくては書けない。 」 （ 『一粒の麦』
社会思想社の現代教養文庫版［一九八三年］に付された尾崎秀樹の「解説」 ）という評価を引いている通り、『死線を越えて』にも賀川にしか書けないもの、賀川固有のものがあったのである。
それに対して、貧民街の探訪など調査・研究でも、






う二〇代の中頃から終盤にかけて、オリジナルなものを追い、取り組み、結果も残した。その獲物を追うように新しく必要なものを見分けて究明する嗅覚、才能は、並みのものではない。貧民窟・貧民街と かかわりにしても、インテリゲンチャが観念でつくり上げた理屈・論理や理想から あるいは宗教上の使命感を持ってただ上から一方的に入 込んだわけではない賀川も、他からの命令や指示 動いていただけであれば、よそ者的な上辺だけの入り方・かかわり方で終わったはずである。
賀川の場合、もちろんキリスト教の伝道・教育に使
命感をも ていたことも事実ではある。ただ、それだけで貧民窟入りしたわけではない。自身も、それまで家庭的・精神的にも また経済的 も貧民と変わらない生活・境涯を味 うこともしていた。その面では、ギリギリのところでの決断 貧民 同じ生活を送らざるをえない状況・覚悟で貧民窟入り たのであった。
もちろん、日曜学校で教えたり、聖歌を指導した





子どもや恵まれなかった自身の子ども時代を土台にていたこともあって、賀川は子ども も冷静に見るものの、子どもには決して厳しくはない。同じ弱者でも、女性に対してはしばしば女性 自立や立ち上がりに 期待し、叱咤激励 もあっ （賀川豊彦「日本の娘よ
　
太陽を胎んだか？」『婦人公論』






そしてオリジナルなも 、新しいものへ だ が身につき、生き続けていた。既存の子ども論 既存の子どもの権利論がいかに形式 整った装いを持って存在していようと 彼は自分で見、体験した の暮らし、置かれた状況に基づく認識を曲げることはしなかった。それが既存の理解や定説と異ろうと、かまわず、自分の主張を押し出した。それ な たら、以下に見る賀川に かうかがえない子ど 権利論は生まれなかったはずである。
それでいて、その後の人生でも、彼は自身の意図を



































































はならないと考えること、出発点や土台としなくてはならないことは、人によ て異なり、単一ではないであろう。賀川にあっては、出発点や土台になるのは、貧民窟や工場街をはじめ す 労働者、とくに貧民の子どもであった。
賀川の「子供の権利」は、まさにそういった最底辺
の子どもたちを忘れるどころか、そういった子どもをしっかり受け止めた子どもの権利論であった。むしろ、かれらに今すぐにも必要なものしか並べられていない。この六点が十分に保障される とが かれら子どもたちの現実の願望であり、祈りであったのる。当時はまだ大量にいた貧民の たちを忘れたり、念頭に置かない観念的な子ども認識や、子どもの権利の主張も見られたが、賀川にとっては、それは、大人たちが勝手 観念 レベルで考えたことにすぎなかった。子どもたちの現実 必要を考え 上で工夫されたものではなかった。多く 子どもたち は、現実の必要よりも遠い先 理想が並べられても意味がない、そう香川は考えたのである。
豊かな家庭や普通の家庭の子供を中心に考えたら、












とは違うことを繰り返し説明している。怒るのは、怒る側に感情的なものがあって、必ずしも冷静さ・理性でもって対応していない。だから、子どものことを中心には考えていない。それに対し、叱るのは、子どものためを思い、自らは冷静に指導したり 激励 たりしていることをいう。賀川は ように理解していたが、それでも叱るよりは、叱ら いで育てる方がもっと良いということも、忘れずに言っている（賀川豊彦「子供の叱り方と叱らずに育 る工夫」前掲『賀川豊彦全集』第六卷）。
子どもに対して、このような発想ができたのは、底




る子ども、不登校の子ども、引きこもりになっている子ども、学校の勉強についていけず、落ちこぼれのレッテルをはられている子ども、両親かど らかの親が居ない子ども、こういった社会ではマイノリティ属している もたちは、現在も多い。かれらは、地域でも社会でも、安定した居場所を得られていない。学校など子どもにとって最も大切で、公的な場でも気持の落ち着く居場所を得られていな のである
このように、社会的にはマイノリティに属する子ど
もたちは、どの時代にも 。障害者のように理念レベル・法律レベルでは大切に処遇されることにな ているものでも、形式的・理念的処遇にとどまっている場合も少なくない。現に、最近で マイノリティを否定的に見下げる発言をして、そういった人たちを迷惑がる知事も たくらいである。そういった政治家が大衆的な人気をもっている一面もあるの 、その知事等は例外で、まと では いと片付けるだけでは済まないのである。
その点で賀川は違っていた。そういったマイノリ





ろん中心に位置づけられることはないが、まと にさえ扱ってはもらえないこともある。国・行政から見たら困った存在、迷惑な存在としか受けとられかねない扱いがなお主流である。不登校やひき りにも、また落ちこぼしにも、社会的 問題 て向き合うのではなく、それぞれの当事者やクライエント個人、およびその家族の問題として処理されているのである。賀川の時代の貧民の子どもも同じ扱いであった。 れに納得しない認識・視点 賀川 子ど の権利論には込められているのである。
大切な論点なので繰り返すが、このような認識は、
























二等分』（福永書店、一九一九年） 『永遠の乳房』（福永書店、一九二五年）等では、子どもを見る目は温かく親愛の情に満ちている。合わせて、賀川 代表作とされる『死線を超えて』などにも、子ど は無視されておらず、脇役としてではあ が、主人公とのつながりで随所に登場する。しかし、すべて きれ ごと、良い役割を付与されて登場するわけではない。
例えば、『死線を越えて』で登場する子どもの多く





程度経済的に豊か なった現在では、古すぎる 受け止められ、軽くみられる可能性がある。たしかに、外見的に見える現象や事実としては 古い を含んでいる。しかし、私は、そう簡単には片付けられないと思っている。むしろ 賀川の子どもを見 視点や発想は、基本的には今も生きていると言いた 。
子ども学にしろ、現在は児童という風に子ども一般











に限界があることを指摘するのは容易である。しかし、むしろ理想条項が欠けているのを承知であえて貧しい家庭の子どもたちに現に欠けている内容のみ絞ったところに、時代的 は意味があったともいえよう。大人が観念で考える理想論に立つ権利条項よりも、子どもの立場・目線に立ってすぐ も必要なこと、実行すべきこ を並べたのである。賀川 それぞれの時代ごとに展開する現象や事実を的確 見つめたこのような視点・方法は、 の権利の認識を含め、決して古いもので ない。
繰り返すように、賀川が大正期に、また戦前昭和期










ぞれに実にタイミングよく取り組み 貴重な役割を演じた。各運動が賀川のようなインテリゲンチャ 指導者たりうる人を最も必要とし る時にかかわっているのである 大正期の労働運動しかり、農民運動しかり、さらにそれらと重ねてかかわる協同組合運動しかりであった。
そのいずれでも、歴史に残る運動の山場や重要な時
点で、賀川はリーダーとして顔 出している。東京中心の関東に比べて、関西は労働運動で一歩後れ が、その後れをカバーする形で賀川は、関西の労働運動の第一線に立つ。そして、先述のようにその後れを吹き飛ばすような大争議、いわゆる川崎・三菱造船所等の大争議には先頭に立って指導にあ る。歴史に残る大
争議であったが、賀川は検挙され、争議も敗北に終わる。その高揚した潮が引くと共に、賀川も労働運動から離れることになる。
神戸の大争議が終わると、前述のように彼は明治学
院で同期の加藤一夫と同郷・同窓（和歌山中学校）の杉山元次郎と共に、後れてい 農民運動を支援 全国組織の日本農民組合の結成に協力する。以後、経済・財政の厳しい時代が続く中で、農村の疲弊も深まるが、小作人を中心にした農民運動も高揚していく。その出発点で、賀川は農民 織的に動き出すのにむしろ最前線に立って協力したのであ 。
この間、貧民・労働者の生活に触れると共に、労働






















る以上に大きな足跡・事跡を残している。子どもの頃から憧れていた仕事は、作家であったと思えるが、作家に不可欠なオリジナリティ、発想の独自性・新しさも具わっていた。その点で、作家に徹し、さらに磨けば、作 としても、可能性はあったと思える。 だ、彼は貧民窟の生活から貧民・労働者に深くかかわることになったので、 れらの生活、社会的な地位や諸条件の改善のために、む ろ先に社会運動の方 傾斜て行った。作家の仕事には生涯興味を持ち続け が、従的で、後回し 位置 置 れ続けたのである。終わりに
―賀川の根底にあるもの・社会の基本となるもの賀川は、少年・青年時代に家族・家庭的には苦労






する理解・認識の方法は、子ども学 構想する際にも、生きる視点・方法である。子どもというものを子ども全体で抽象化してみる、いわゆる児童といった認識が中心にな のではなく、一人一人の子どもにも眼を向ける子ども論・子ど 学の発想である。そこでは、貧民の子ど は、 一般や抽象的な児童のくくりの中に埋没するの はなく、子ども認識・研究における視点・視野の出発点 土台 位置づけられることになった。
ただ、現在では社会保障制度の整備もあって、極貧





こぼし（落ちこぼされ 子どもたち）は 主流や大方からみたら、マイノリティである。決して明る 光はもちろん、普通の光さえ十分には当てられていないそのような位置にいるマイノリティは、現在も存在するのである。しかもそ 解決、解消、回復こそ 現代の、そして今後の最大の課題の一つとな る。
そういった子どもたちも、市民であり、国民であ
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